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独自の再生技術と徹底した検査で
高性能な再生バッテリーを供給
本社工場でリサイクルパーツの生産及び使用済み自動車の適正処理を行うとともに、東京
都、埼玉県、群馬県、栃木県、愛知県に販売拠点を構え、自動車整備・修理工場に向
けてリサイクル部品を販売するユーパーツ（清水道悦社長、本社＝埼玉県熊谷市）。同社
は2005年ころより、各種バッテリーの再生技術の研究開発に取り組んでいる。

バッテリー再生技術を開発

　引き取った使用済み自動車から利用
可能な部品を取り外し、リサイクル部品
として販売することが自動車リサイクル
事業者の主要業務であるが、バッテリ
ーはその状態判断が難しく、以前は再
生資源回収事業者などに回収を依頼し
ていた。そこで同社は2005年ごろから
鉛バッテリーの品質検査及び再生技術
についての研究を開始。2008年から自
動車用鉛バッテリー、2011年からフォ
ークリフト用鉛バッテリー、それぞれ再
生したリサイクルバッテリーの販売へと
つなげている（現在は鉛バッテリーの
再生及び販売は行っていない）。
　その後、ハイブリッドカーの駆動用バ
ッテリーとして使用されているニッケル
水素バッテリーの再生技術に関する研
究を開始。鉛バッテリーなどに関する
研究を重ねてきたこともあり、2012年
にはニッケル水素バッテリーの再生に成

功し、同年より販売を開始した。

厳しい検査と商品化基準で高品
質な再生バッテリーを供給

　同社の再生ニッケル水素バッテリー
は外観検査やスキャンツール等による確
認に加えて、モジュールの容量を再生
させるリビルド作業を施すとともに、劣
化しやすい部品は再利用せずに新品へ
交換している。さらに再生バッテリーの
性能検査では、自然放電の影響を考慮
して放電検査を行うなど、ていねいかつ
厳しい試験を課しており、新品に対して
80％以上の容量を確保していること、
バッテリーを構成している各モジュール
の偏差値などの基準を満たしたものの
みを商品として販売することで、再生バ
ッテリーの品質管理を徹底。また、出
荷時にはボルテージセンサーやジャンク
ションボックスなどの付帯部品を装着し
た状態で供給しており、購入した工場
における交換作業の効率化に配慮して
いる。
　現在はリチウムイオンバッテリーに関
する研究を進めており、車両用バッテリ
ーからの二次利用を目的として、バッテ
リーの状態を検査する技術の開発に取
り組んでいるという。
　これまでの研究開発を通じて、ユー
パーツは自動車用バッテリーの検査など

に関する特許を2件取得してきた。「特
許を取得することで、技術を独占したい
と考えているわけではない。自動車電動
化技術の開発が進む中、バッテリーの
再利用は我々自動車リサイクル業界が
継続して取り組むべき課題だと考えてい
る。バッテリーの検査・再生に向けた
研究を進めていく上で、業界外の企業
等が関連技術の特許権を所有している
と、業界内での研究開発がスムーズに
進められなくなるおそれがある。当社が
率先して特許を取得することで、自動車
リサイクル業界がそれら技術を活用し
て、バッテリーリサイクルに関する研究
開発をリードしていくことが可能となる」
（清水道悦社長）。
　再生バッテリーの供給で整備工場の
顧客提案を支援するとともに、使用済
み自動車搭載バッテリーの価値向上に
よるアフターマーケット全体の市場拡大
をも視野に入れ、今後もバッテリー再
生技術の研究開発を進めていく。

自動車の変化をとらえた教育・研修と
システム改良でニーズに応える
自動車リサイクル事業者の全国組織であるJARAグループと、同グループなど
へリサイクル部品共有システムを提供するシステム開発・運用会社のJARA。
両者は連携して、リサイクル部品の認知度向上及び活用促進に向けた各種取り
組みを進めている。

自動車整備技術の変化を捉える

　JARAグループでは、顧客である自
動車整備・鈑金塗装工場の変化を認
識することなどを目的として、各種研修
会を展開している。今年7月には西日
本（愛媛県）と東日本（宮城県）でそ
れぞれ、フロント及び生産担当者を対
象とする「全国実務者例会」を開催し
た。同研修では、特定整備認証制度
の施行を受けた整備・鈑金塗装工場そ
れぞれの作業現場におけるスキャンツー
ル活用方法や、エイミング作業の流れ
などを確認。さらに参加者同士のディス
カッションを通じて、クレームの実例や
現場作業における注意点を共有した。
　コロナ禍によりこの数年は集合形式
の研修が開催できず、各種研修をオン
ラインで実施してきた。JARAグループ
では研修会において、情報提供だけで
はなく情報共有が重要だと考えている
が、オンラインでは情報が一方通行に
なることが多かったという。また会員企
業の実務者が集まる研修などでは、各
社の社員同士のつながりが生まれること
で、社外にも相談相手ができ、離職率
の低下にもつながると考えている。コロ
ナ禍を経て、直接顔を合わせる機会の
重要性を再認識しており、今後も各種
研修を積極的に開催する方針である。

　また、研修会場にはJARAグループ
会員が使用するリサイクル部品共有シス
テムの開発・運用会社であるJARAの
メンバーも参加している。自動車リサイ
クル事業者の現場で起きていることをシ
ステム開発会社が把握することで、より
実務に応じた開発・改修に活かしてい
る。
　JARAではリサイクル部品販売におけ
る機会損失のケースとして、 ①カーオー
ナーがリサイクル部品を知らないなどリ
サイクル部品自体の認知度不足を原因
としたもの、 ②共有システム内に在庫は
あるが担当者が見つけられない検索性
を原因としたもの、 ③将来的な需要が
あるにもかかわらずリサイクル部品として
生産せずに処理してしまう事業者の市
場ニーズ誤認によるもの、の3つがある
と考えている。このうち検索性と市場ニ
ーズの誤認については、検索性の改良
やニーズを把握及び分析するツールの
開発・提供で解消を目指している。一
方、一般カーオーナーに向けたリサイク
ル部品の認知度向上に向けた取り組み
は、JARAグループと連携して進めてい
る。SNSを通じた情報発信もその一つ
で、顧客である整備・修理工場やその
先のカーオーナーに向けて、リサイクル
部品の品質や業界の取り組みを紹介し
ている。

SDGsの取り組み

　JARAグループは、加盟する日本自
動車リサイクル部品協議会の取り組み
に賛同し、同協議会が早稲田大学と共
同開発した「グリーンポイントシステム」
を活用している。同システムは自動車リ
サイクル部品によるCO2削減効果を換
算・数値化するもので、その利活用を
通じて、リサイクル部品の利用による環
境貢献を広く社会へ発信している。
　その他にも、JARAグループ及び
JARAは2007年より、リサイクル部品
の売り上げの一部をNPO法人へ寄付
することで、世界の子どもたちにワクチ
ンを届ける活動を開始。また2013年
からは、グループ企業各社及びJARA
が毎月第１水曜日に自社周辺を清掃す
る活動を継続している。
　今後も各種取り組みを通じて、持続
可能な循環型社会の構築につなげてい
く考えである。

右：JARAグループ・川島準一郎理事長
左：JARA・矢島健一郎社長

今年7月に開催された東日本実務者例会の様子

JARAの取り組み ユーパーツの取り組み

ユーパーツ本社

清水道悦社長

ニッケル水素バッテ
リーのリビルド作業
では、モジュール一
つひとつの状態を確
認。各モジュールの
放電容量の差が大
きいと、故障の原因
となる
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